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◇
　
新
し
い
世
紀
を
む
か
え
な
が
ら
、
国
文
学
界
の
停
滞
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
大
学
の
改
編
や
経
済
不
況
の
煽
り
で
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の
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け
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り
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す
が
、

若
い
人
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に
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し
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学
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に
関
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な
話
題
性
を
提
供

す
る
努
力
の
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し
か
っ
た
こ
と
が
、
最
も
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き
な
原
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な
い
か
と
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わ
れ
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学
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の
閉
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的
な
状
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越
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個
々
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た
な

飛
躍
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期
す
た
め
に
、
変
革
の
礎
と
な
る
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く
私
た
ち
は
本
書
を
編
集
し
ま
し
た
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◇
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と
銘
打
つ
の
は
、
過
去
の
研
究
業
績
に
敬
意
を
表
す
意
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
新
た
な
展
望
を
拓
く
た
め
に
、
従
来
の
知
見
を
見
据
え
、
疑
問
を
提
示
し
、

解
決
の
糸
口
を
探
る
方
向
を
示
唆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
作
品
世
界
へ
と
踏
み

入
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　
　
前
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向
か
っ
て
一
歩
進
む
の
は
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本
書
を
手
に
取
っ
た
読
者
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賢
で
あ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。
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